
　
市
民
夏
期
大
学
は
、
幅
広
い
見

識
と
豊
か
な
教
養
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
９
５
８

（
昭
和
33
）年
に
旧
中
央
公
民
館（
現

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
藤
岡
）で

始
ま
り
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り

地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た

だ
き
、
今
で
は
藤
岡
市
の
夏
の
風

物
詩
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
に
俳
優
や
研
究
者
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
皆
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
ユ
ー
モ
ア
溢

れ
る
話
や
胸
を
打
つ
体
験
談
、
実

生
活
に
役
立
つ
内
容
な
ど
多
彩
な

講
座
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
０・２
０
２
１
年
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
に
よ
り
や
む
を
得
ず
開
催
が

一
時
休
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
の
声

を
多
く
い
た
だ
き
、
ま
た
、
地
域

の
学
習
機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、

２
０
２
２
年
か
ら
再
開
し
、
現
在

も
継
続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、７
月
23
日
㈭
・
８

月
22
日
㈯
の
２
日
間
開
催
し
ま
す
。

詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

市民夏期大学講座市民夏期大学講座

66回66回のの歴史歴史をを未来未来へつなへつなぐぐ

市民夏期大学講座は、市民とともに歩みを重ねな
がら、その歴史を築いてきました。今年の夏には
66回目を迎えます。これからも、市を代表するイ
ベントとして、開催を続けていきます。

大山加奈（元バレーボール日本代表）

杉良太郎（歌手・俳優）

島田秀平（手相芸人）

市毛良枝（俳優） 山田邦子（お笑いタレント）

問い合わせ　生涯学習課（☎㉒6888）
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1964年 第７回 浅見喜舟（書家）※藤岡市出身

1965年 第８回 堀越二郎（工学博士）※藤岡の三大偉人の一人

1966年 第９回 十返千鶴子（評論家）

2017年 第59回
有森裕子（元プロマラソン選手）、高橋英樹（俳優）、
蓮池薫（新潟産業大学経済学部准教授）

2018年 第60回
南雲吉則（ナグモクリニック総院長）、安田祥子（声楽家）、
宮川泰夫（元NHKアナウンサー）

2019年 第61回
荻原博子（経済ジャーナリスト）、天達武史（気象予報士）、
ゴルゴ松本（お笑い芸人TIM）

2020年 新型コロナウイルス感染症の流行により不開催

2021年 新型コロナウイルス感染症の流行により不開催

2022年 第62回 大山加奈（元バレーボール日本代表）、杉良太郎（歌手・俳優）

2023年 第63回
杉山愛（元プロテニスプレーヤー）、島田秀平（手相芸人）、
木山裕策（歌手）

2024年 第64回 由紀さおり（歌手・女優）、上州事変（落語家ユニット）

2025年 第65回 市毛良枝（俳優）、山田邦子（お笑いタレント）

　
上
州
事
変
は
、
２
０
１
８
年
に

群
馬
県
出
身
の
４
人
の
若
手
落
語

家
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。「
地
元

群
馬
の
人
々
に
落
語
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
思
い

で
活
動
し
て
お
り
、
県
内
の
全
て

の
市
町
村
を
巡
る
公
演
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
地
元
な
ら

で
は
の
話
が
あ
り
楽
し
か
っ
た
」

「
群
馬
出
身
者
を
応
援
し
よ
う
と

思
っ
た
」な
ど
と
い
っ
た
地
元
愛

に
溢
れ
る
感
想
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
落
語
の
魅
力
を
感

じ
ま
し
た
」と
そ
の
面
白
さ
に
引

き
込
ま
れ
、
今
後
も
落
語
の
企
画

を
望
む
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
63
回

第
64
回

　
木
山
裕
策
さ
ん
は
、
36
歳
の
時

に
甲
状
腺
が
ん
を
患
い
、
手
術
後

に
声
が
出
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
長
年
の
夢
で
あ
っ

た
歌
手
へ
の
挑
戦
を
決
意
し
ま
し

た
。
会
社
員
と
し
て
４
人
の
男
の

子
を
育
て
な
が
ら
、
２
０
０
８
年

に『
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
』で
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
と
て
も
良
か
っ
た
」「
温

か
い
歌
声
と
木
山
さ
ん
の
人
柄
が

に
じ
み
出
る
す
て
き
な
時
間
だ
っ

た
」な
ど
、
木
山
さ
ん
だ
か
ら
こ

そ
の
反
響
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
講
演
だ
け
で
は
な
く
歌
を
披

露
し
た
こ
と
が
と
て
も
好
評
で
し

た
。

開催の歴史
※一部抜粋して掲載しています（以下、敬称略）
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